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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】認証精度低下を抑制することができる撮像装置
および撮像方法を提供する。
【解決手段】撮像装置１０は、筐体のある面にセンサが
備えられた撮像装置１０であって、ある面と被写体とが
接触している位置を検出する検出部１２，１４と、被写
体とセンサとの間の距離が所定の基準を満たしたときに
撮像を実行させるよう制御を行う撮像制御部と、を備え
、所定の基準は、検出部が検出した位置とセンサとの間
の距離と、ある面の所定位置に付与された指標と該セン
サとの間の距離とに基づいて設定される。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　筐体のある面にセンサが備えられた撮像装置であって、
　前記ある面と被写体とが接触している位置を検出する検出部と、
　前記被写体と前記センサとの間の距離が所定の基準を満たしたときに撮像を実行させる
よう制御を行う撮像制御部と、を備え、
　前記所定の基準は、前記検出部が検出した位置と前記センサとの間の距離と、前記ある
面の所定位置に付与された指標と該センサとの間の距離とに基づいて設定されることを特
徴とする撮像装置。
【請求項２】
　使用者に、前記指標を目印として用いて、前記被写体を前記ある面に置くよう指示する
指示部を備えることを特徴とする請求項１記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記センサの光軸は、前記ある面に対して傾斜していることを特徴とする請求項１また
は２記載の撮像装置。
【請求項４】
　前記ある面にキーボードが設けられ、
　前記検出部は、押下されたキーボードの位置に基づいて、前記ある面と前記被写体とが
接触している位置を検出することを特徴とする請求項１～３のいずれか一項に記載の撮像
装置。
【請求項５】
　前記ある面にタッチパネルが設けられ、
　前記検出部は、前記タッチパネルに対して前記被写体が接触する位置に基づいて、前記
ある面と前記被写体とが接触している位置を検出する請求項１～３のいずれか一項に記載
の撮像装置。
【請求項６】
　前記ある面と前記被写体との間の距離を複数箇所で検出することによって前記被写体の
姿勢を検出する姿勢検出部と、
　前記姿勢検出部によって検出された姿勢が所定条件を満たさなければ、警告を出力する
出力部と、を備えることを特徴とする請求項１～５のいずれか一項に記載の撮像装置。
【請求項７】
　筐体のある面にセンサが備えられた撮像装置において前記ある面と被写体とが接触して
いる位置を検出し、
　前記被写体と前記センサとの間の距離が所定の基準を満たしたときに撮像を実行させる
よう制御を行い、
　前記所定の基準は、検出された位置と前記センサとの間の距離と、前記ある面の所定位
置に付与された指標と該センサとの間の距離とに基づいて設定されることを特徴とする撮
像方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本件は、撮像装置および撮像方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１，２などは、生体認証を利用する技術を開示している。ノートパソコン、タ
ブレット端末等のモバイル機器におけるセキュリティとして、生体認証を利用する場面が
ある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
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【特許文献１】特開２００７－２３３９８１号公報
【特許文献２】特開２０１２－２０８６８７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　生体認証の際に入力される生体情報は、入力時における状況（例えば手のかざし方）に
起因する揺らぎを持っている。この揺らぎは、認証精度低下の原因となっている。
【０００５】
　１つの側面では、本件は、認証精度低下を抑制することができる撮像装置および撮像方
法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　１つの態様では、撮像装置は、筐体のある面にセンサが備えられた撮像装置であって、
前記ある面と被写体とが接触している位置を検出する検出部と、前記被写体と前記センサ
との間の距離が所定の基準を満たしたときに撮像を実行させるよう制御を行う撮像制御部
と、を備え、前記所定の基準は、前記検出部が検出した位置と前記センサとの間の距離と
、前記ある面の所定位置に付与された指標と該センサとの間の距離とに基づいて設定され
る。
【発明の効果】
【０００７】
　認証精度低下を抑制することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】（ａ）は実施例１に係る生体認証装置のハードウェア構成を説明するためのブロ
ック図であり、（ｂ）は生体認証装置が組み込まれる装置の一例を表す図である。
【図２】撮像プログラムおよび生体認証プログラムの実行によって実現される各機能のブ
ロック図である。
【図３】（ａ）および（ｂ）は手のひらの高さについて説明するための図である。
【図４】生体認証装置によって実行されるフローチャートの一例を説明するための図であ
る。
【図５】（ａ）は手のひらの高さについて説明するための図であり、（ｂ）は手のひらの
折り曲げについて説明するための図である。
【図６】（ａ）および（ｂ）は指標点について説明するための図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、図面を参照しつつ、実施例について説明する。
【実施例１】
【００１０】
　図１（ａ）は、実施例１に係る生体認証装置１００のハードウェア構成を説明するため
のブロック図である。図１（ａ）を参照して、生体認証装置１００は、ＣＰＵ１０１、Ｒ
ＡＭ１０２、記憶装置１０３、表示装置１０４、画像センサ１０５、入力機器１０６等を
備える。
【００１１】
　ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）１０１は、中央演算処理
装置である。ＣＰＵ１０１は、１以上のコアを含む。ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓ
ｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）１０２は、ＣＰＵ１０１が実行するプログラム、ＣＰＵ１０１が処理
するデータなどを一時的に記憶する揮発性メモリである。記憶装置１０３は、不揮発性記
憶装置である。記憶装置１０３として、例えば、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏ
ｒｙ）、フラッシュメモリなどのソリッド・ステート・ドライブ（ＳＳＤ）、ハードディ
スクドライブに駆動されるハードディスクなどを用いることができる。記憶装置１０３は
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、撮像プログラムおよび生体認証プログラムを記憶している。
【００１２】
　表示装置１０４は、液晶ディスプレイ、エレクトロルミネッセンスパネルなどであり、
使用者への指示、後述する撮像処理および生体認証処理の結果などを表示する。画像セン
サ１０５は、非接触で被写体を撮像することによって生体画像を取得できるものであれば
特に限定されるものではなく、一例としてＣＭＯＳ（Ｃｏｍｐｌｅｍｅｎｔａｒｙ　Ｍｅ
ｔａｌ　Ｏｘｉｄｅ　Ｓｅｍｉｃｏｎｄｕｃｔｏｒ）カメラなどである。本実施例におい
ては、画像センサ１０５は、一例としてユーザの手のひらの撮像画像を取得する。入力機
器１０６は、キーボード、タッチパネルなどの機器である。
【００１３】
　図１（ｂ）は、生体認証装置１００が組み込まれる装置の一例を表す図である。一例と
して、生体認証装置１００は、端末２００に組み込まれる。端末２００は、一例として、
ノートパソコン、タブレット端末などのモバイル機器である。図１（ｂ）を参照して、画
像センサ１０５は、端末２００の筐体のある面に備えられている。一例として、画像セン
サ１０５は、端末２００のキーボード、タッチパネル等の入力機器１０６が備わる面２０
１に備わっている。また、画像センサ１０５の取り付け角（光軸）は、面２０１に対して
斜めに設定されている。
【００１４】
　記憶装置１０３に記憶されている撮像プログラムおよび生体認証プログラムは、実行可
能にＲＡＭ１０２に展開される。ＣＰＵ１０１は、ＲＡＭ１０２に展開された撮像プログ
ラムおよび生体認証プログラムを実行する。それにより、生体認証装置１００による撮像
処理および生体認証処理が実行される。撮像処理は、被写体の撮像によって生体画像を取
得する処理である。生体認証処理は、認証時に取得された照合用特徴データと、あらかじ
め登録された登録特徴データとの照合によって被認証ユーザを特定する処理である。
【００１５】
　図２は、撮像プログラムおよび生体認証プログラムの実行によって実現される各機能の
ブロック図である。撮像プログラムの実行によって、生体認証装置１００には、撮像装置
１０および認証処理装置２０が実現される。撮像装置１０は、指示部１１、指先位置検出
部１２、撮像高さ算出部１３、手のひら高さ検出部１４、高さ判定部１５、および撮像部
１６として機能する。認証処理装置２０は、生体特徴抽出部２１、生体特徴照合部２２、
登録特徴データ記憶部２３、および認証結果出力部２４として機能する。
【００１６】
　続いて、画像センサ１０５の取り付け角（光軸）の好ましい値について説明する。本実
施例においては、指先を面２０１に接触させ、手のひらを持ち上げた姿勢で撮像を行う。
すなわち、手のひらが面２０１に対して斜めにかざされることになる。そのため、画像セ
ンサ１０５は、光軸が手のひらと直交するように取り付けられていることが好ましい。ま
た、その際に、手のひらが画像センサ１０５のセンサ視野に収まることが好ましい。これ
らの条件の一例について説明する。
【００１７】
　図３（ａ）を参照して、面２０１における指先から画像センサ１０５のセンサ面中心（
光軸中心）までの距離を距離ｄとする。画像センサ１０５のセンサ面から手のひらまでの
距離を高さｈとする。手のひらの長さを２ａとする。手のひらの長さは、一例として、手
の付け根から中指の付け根までの距離である。面２０１に接触している指の長さをｂとす
る。一例として、中指の長さをｂとする。ａ＋ｂをｃとする。ａが手のひらの長さの半分
を表していることから、ｃは、面２０１に接触している指先から手のひらの中心までの距
離を表している。画像センサ１０５の光軸の画角を２αとする。面２０１と画像センサ１
０５の光軸とがなす角度を角度βとする。
【００１８】
　手のひらがセンサ視野に収まるためには、角度βが、下記式（１）を満たすことが好ま
しい。
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β＝ｔａｎ－１｛（ａ＋ｂ）／ｈ｝　（１）
　上記式（１）で、高さｈが、画角２αの画像センサ１０５で手のひらの長さ２ａが収ま
るように撮影できる高さであれば、下記式（２）が成立する。
ｈ＝ａ／ｔａｎα　（２）
　上記式（２）を上記式（１）に代入することによって、角度βは、下記式（３）のよう
に求まる。
β＝ｔａｎ－１｛（ａ＋ｂ）×ｔａｎα／ａ｝　（３）
　角度βが上記式（３）を満たすように画像センサ１０５を設置することが好ましい。
【００１９】
　なお、手のひらの長さ２ａを、想定される使用者層に合わせて設計することが好ましい
。例えば、産総研の人体寸法データベース 1991-92 （http://riodb.ibase.aist.go.jp/d
hbodydb/91-92/）によると、手掌長さ（項目L2）で、成人男性の平均値は若年で１１．３
ｃｍ、老人で１１ｃｍである。例えば、センサ画角２α＝８０°で、手のひらの大きさ２
ａ＝１１、指の長さｂ＝８ｃｍの場合に、角度β＝６６°となる。実際には、αを厳密に
設定してしまうと位置ずれに弱くなるため、手のひらの大きさ２ａよりも少し大きめの範
囲を撮影可能な高さに調整するとよい。例えば、１ｃｍのマージンを設ける場合、ａ´＝
ａ＋１、ｂ´＝ｂ－１を上記式（３）に適用して角度βを決定してもよい。
【００２０】
　続いて、面２０１に設定される指標点について説明する。本実施例においては、面２０
１上において画像センサ１０５付近の指標点を基準として手のひらを置いたときの指先位
置を検出し、指先を置いたまま手のひらを浮かせた場合に、適正な距離まで持ち上げられ
たときに撮像を実行する。使用者は指標点に応じて手のひらをかざすことになるため、指
標点は、使用者にとってわかりやすい点であることが好ましい。そこで、一例として、手
のひら中心を指標点として用いてもよい。ただし、実際に運用するときには手のひら中心
を指標点として用いなくてもよい。例えば、親指の付け根などでも同様であり、その場合
には手のひら中心からの相対位置として指標点を求め、面２０１にマーキング等をすれば
よい。ただし、中心から大きくかけ離れた位置を選択すると個人差による指先位置の検出
誤差が大きくなるため、手のひら中心が指標点として好ましい。
【００２１】
　図３（ｂ）を参照して、手のひら面が画像センサ１０５の光軸と垂直になったときが適
正な撮影位置として好ましい。この場合、手のひらが画像センサ１０５の視野に正しく収
まることが好ましい。すなわち、画像センサ１０５の光軸中心と手のひら中心とが一致す
ることが好ましい。そこで、面２０１に接触している指先Ｂ点を支点として、手のひらを
面２０１に接触するように回転したときの手のひら中心位置を指標点Ａとする。指標点Ａ
を示す表示を面２０１に表示（画面表示、筐体への刻印・印刷など）すると操作が容易に
なる。指標点Ａとセンサ中心が十分近く、センサ視野がマージンをとって設けられている
場合は、画像センサ１０５自体を目印の代用にしてもよい。
【００２２】
　続いて、生体認証装置１００の動作について説明する。図４は、生体認証装置１００に
よって実行されるフローチャートの一例を説明するための図である。図４のフローチャー
トにおいて、ステップＳ１～ステップＳ８が撮像装置１０によって実行される撮像処理を
表し、ステップＳ９が認証処理装置２０によって実行される生体認証処理を表す。図２お
よび図４を参照して、指示部１１は、使用者に、指標点Ａを目印として用いて、手を面２
０１に置くよう指示する（ステップＳ１）。具体的には、指示部１１は、使用者へのメッ
セージを表示装置１０４に表示させる。指標点Ａとして手のひら中心を用いる場合には、
指示部１１は、指標点Ａと手のひら中心とが一致することを目標として、手を面２０１に
置くよう指示する。
【００２３】
　次に、指先位置検出部１２は、指先位置を検出する（ステップＳ２）。次に、指先位置
検出部１２は、指先検出が成功したか否かを判定する（ステップＳ３）。ステップＳ３で
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「Ｎｏ」と判定された場合、ステップＳ１から再度実行される。図１（ｂ）を再度参照し
て、例えば画像センサ１０５が端末２００のパームレスト部に内蔵されていれば、指先は
キーボードに触れる。指先を支点に手のひらを持ち上げた場合、指は自然と特定のキーを
押し込むことになる。指先位置検出部１２は、入力機器１０６のうち押されたキーに応じ
て指先位置を求める。キーの大きさは１ｃｍ程度のため、±１ｃｍ程度の誤差が生じるこ
とがある。キーが２つ押されていることを検出できる場合には、２つの中間位置が指先位
置であると判断できるため、誤差は±０．５ｃｍ程度となる。この程度の誤差は、生体認
証装置１００を運用するにあたり大きい誤差にはならない。
【００２４】
　端末２００がタブレット端末である場合は、さらに容易に指先位置を検出することがで
きる。この場合、入力機器１０６としてタッチパネルが用いられるため、指先が触れてい
る位置を正確に検出することができる。この場合、画面下部に画像センサ１０５を実装す
ればよい。このように、指先位置を検出するために、専用のセンサを用いてもよいが、必
ずしも専用のセンサを設置する必要はない。
【００２５】
　再度図２および図４を参照して、ステップＳ３で「Ｙｅｓ」と判定された場合、撮像高
さ算出部１３は、最適な手のひら高さを算出する（ステップＳ４）。図５（ａ）は、最適
な手のひら高さの一例について説明するための図である。最適な高さｈは、前述したよう
に画像センサ１０５の画角２αに応じて決まるが、本実施例においては指先Ｂ点から求め
る。手のひらが最適な高さｈにかざされていると、図５（ａ）のように、指先Ｂ点と、画
像センサ１０５のセンサ中心と、手のひら中心とによって形成される三角形が直角三角形
となる。したがって、下記式（４）の関係が成立する。
ｈ＝√（ｄ２－ｃ２）　（４）
　ｃは、距離ｄから、指標点Ａとセンサ中心との距離ｅを差し引いたものである。指標点
Ａが面２０１の固定点であるため、距離ｅも固定値となる。したがって、最適な高さｈは
、下記式（５）のように表すことができる。
ｈ＝√（ｄ２－（ｄ－ｅ）２）　（５）
【００２６】
　再度、図２および図４を参照して、ステップＳ４の実行後、指示部１１は、使用者に指
先を面２０１に接触させたまま手のひらを上げるように指示する（ステップＳ５）。具体
的には、指示部１１は、使用者へのメッセージを表示装置１０４に表示させる。次に、手
のひら高さ検出部１４は、手のひら高さｈを検出する（ステップＳ６）。画像センサ１０
５を用いて手のひら高さｈを求める手法として、種々の技術を用いることができる。一例
として、画像センサ１０５の光軸と平行もしくは略平行なスポット光を被写体に対して投
光し、得られた画像におけるスポット光の位置に基づいて、手のひら高さｈを求めること
ができる（例えば、特許第４６４４５４０号）。
【００２７】
　次に、高さ判定部１５は、ステップＳ６で検出された手のひら高さｈが、適切な範囲に
入っているか否かを判定する（ステップＳ７）。適切な範囲は、上記式（５）で表される
最適な高さｈを含む所定範囲に設定され、一例として最適な高さｈを中心とする範囲に設
定される。ステップＳ７で「Ｎｏ」と判定された場合、ステップＳ５から再度実行される
。ステップＳ７で「Ｙｅｓ」と判定された場合、撮像部１６は、画像センサ１０５に撮像
を指示し、得られた画像を取得する（ステップＳ８）。
【００２８】
　次に、認証処理装置２０は、ステップＳ８で得られた画像を用いて、生体認証処理を行
う（ステップＳ９）。具体的には、生体特徴抽出部２１が画像から生体特徴を抽出する。
手のひらを被写体として用いる場合には、手のひら静脈、掌紋、輪郭などを生体特徴とし
て用いることができる。次に、生体特徴照合部２２は、登録特徴データ記憶部２３に登録
されている登録特徴データと、生体特徴抽出部２１が抽出した生体特徴との類似度を算出
し、当該類似度がしきい値以上であれば照合成功と判定する。生体特徴照合部２２による
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照合の結果は、認証結果出力部２４によって表示装置１０４に出力される。以上の処理が
完了すると、フローチャートの実行が終了する。
【００２９】
　本実施例によれば、指先が面２０１に接触していることから、手のひらの前後左右の位
置が安定する。また、指先が面２０１に接触した状態で手のひらを浮かせることから、手
のひらの高さが安定する。また、被写体と画像センサ１０５との距離が、指先位置と画像
センサ１０５との距離と、指標点Ａと画像センサ１０５との距離と、に基づいて設定され
る基準を満たしたときに撮像が行われることから、手のひらの傾きが安定する。以上のこ
とから、生体情報入力際の再現性が向上する。それにより、認証精度低下を抑制すること
ができる。
【００３０】
　また、左右方向の傾きは目視しやすいため、もともと安定させやすいが、指先を置くこ
とで更に安定化が期待できる。また、精度については、姿勢が安定することにより、取得
画像の再現性が高まり、本人拒否率を低減することが期待できる。更に、速度（処理時間
）についても効果が期待できる。姿勢が安定することにより、姿勢を補正する処理を省略
することが可能となり、認証処理の計算時間の短縮化が期待できる。位置決定にあいまい
さがなく、操作方法も単純であるため、最も効果が期待できるのは、使用者の操作時間の
短縮である。不慣れなユーザが誘導に従って操作した場合、迷いながら姿勢を徐々に適正
化していくため数十秒要することがあるが、本実施例に係る手法では手を置いて持ち上げ
るだけであるため、数秒で撮像が完了する。
【００３１】
　なお、高さ判定部１５は、手のひらの面と画像センサ１０５のセンサ面との複数箇所の
距離の計測結果に応じて、被写体の姿勢を検出してもよい。例えば、図５（ｂ）のような
、手のひらを折り曲げて持ち上げた状態を検出することができる。本実施例においては、
指先を面２０１に接触させて、手のひらを伸ばした状態で撮像できることが好ましい。し
かしながら、使用者によっては手を折り曲げて手のひらを持ち上げてしまう可能性もある
。このような場合に、検出された姿勢が所定条件を満たさなければ、指示部１１は、表示
装置１０４などを介して警告を出力してもよい。例えば、検出した２点以上の距離がしき
い値以上の差を持つと高さ判定部１５によって判定された場合、指示部１１は、折り曲げ
の恐れがあるという警告を表示装置１０４に表示させ、手のひらを伸ばすように使用者に
指示してもよい。
【００３２】
　上述したように、本実施例においては指標点Ａを基準に使用者が手を置くことによって
、指先Ｂ点が決まる。図５（ａ）の指標点Ａは指先Ｂ点から距離ｃの位置になるが、その
最適位置は手の大きさに依存する。このため、設計上は標準的な手の大きさを基に決定す
ることが好ましい。成人の手のひらの大きさの平均値は１１．３ｃｍ、中指の長さは７．
９６ｃｍである（前出の産総研による人体寸法データベース）。このため、手のひら中心
から指先までの平均長さｃは、１１．３／２＋７．９６＝１３．６１ｃｍとなる。上記式
（１）で検討したように、画像センサ１０５の取り付け角を６６°とすると、このときの
距離ｄは１４．９ｃｍとなるため、ｅ＝１．３ｃｍとなる。この設定条件を、手の大きさ
の異なる被験者が使用する場合を考える。手のひらの中心位置は同じ位置に置くため、指
先位置がセンサ側にシフトし、図６（ａ）の破線で示すような手かざしになる。
【００３３】
　ここまでの議論では、手をかざした時に手のひらの中心が光軸中心となることを意図し
ているが、図６（ｂ）のように、最初に手の中心を置くべき指標点Ａは手の大きさによっ
て異なる。標準的な手の大きさの場合、指標点Ａに手のひら中心を置き、指先Ｂ点を支点
として手のひらを持ち上げると、手のひら中心は所定の高さで画像センサ１０５の光軸中
心と一致する。しかしながら、手が小さい人の場合に手のひら中心が光軸中心と一致する
ためには、最初に点Ａ´に手を置くことが好ましい。しかしながら、最適な指標点（目印
位置）は使用者の手の大きさが予めわかっていないと決定できない。このため、上記式（
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２）で述べたように標準的な大きさから求めた指標点を代表値として用いるため、手が小
さい人の場合と、Ａ－Ａ´間の長さだけ、Ｂ´からＢ側にずれた位置に指先が置かれる。
したがって、最適位置よりも少し高めの位置で撮像が行われることになる。
【００３４】
　画像センサ１０５のセンサ中心Ｏと指標点Ａとの間の距離ｅは、指標点Ａと指先Ｂ点と
の間の距離をｃとした場合に、下記式（６）の関係が成立する。すなわち、高さｈが小さ
いほど、すなわち画角αが大きいほど、指標点Ａは画像センサ１０５のセンサ中心Ｏに近
くなる。
ｅ＝√（ｃ２＋ｈ２）－ｃ　（６）
【００３５】
　手の大きさが異なる場合、Ｂ´－Ｃ´間の距離ｃ´＝ｋ×ｃの場合、Ｏ－Ａ´間の距離
ｅ´はｋ×ｅとなるため、Ａ－Ａ´間の差Δは、（１－ｋ）×ｅとなる。先に計算したよ
うに、成人男性の平均的な手を基準とするとｅ＝１．３ｃｍであるが、成人の手の大きさ
の最小値（女性）は、手のひら８．７ｃｍ、指の長さ６．２ｃｍである。そのため、ｃ＝
８．７／２＋６．２＝１０．５５となり、ｋ＝０．７８よりΔ＝０．２９であり、０．２
９ｃｍだけ指先Ｂ点寄りに指が置かれることになる。わずか３ｍｍ程度のため、手を置く
際のばらつきに埋もれる程度であり問題はない。
【００３６】
　念のため、撮像を考察すると、Δ×ｓｉｎβだけ視野がシフトし、Δ×ｓｉｎβだけ高
い位置で撮影するため、マージンを設けていない場合、手のひらの指側の領域がΔ（ｓｉ
ｎβ－ｓｉｎα）だけ欠ける可能性がある。上記式（１）の設計例の場合、α＝４０°、
β＝６６°であるから、欠ける範囲は、０．０７８ｃｍであり、１ｍｍ未満しかないため
、影響は小さく、視野にマージンを設けておけば全く問題ない。逆に手が大きい場合、最
大値（男性）は、手のひら１３．１ｃｍ、指の長さ９ｃｍ、ｃ＝１３．１／２＋９＝１５
．５５、ｋ＝１．１４より、Δ＝０．１８だけＢ点よりも遠くに手が置かれることになる
。しかしながら、２ｍｍ程度のため、先の検討よりも影響は小さく問題ない。
【００３７】
　なお、上記各例においては、指先を面２０１に接触させて、当該接触点を支点に用いて
手のひらを持ち上げているが、それに限られない。例えば、手のひらの付け根を面２０１
に接触させて、当該接触点を支点に用いて指および手のひらを持ち上げてもよい。このよ
うに、手のひらのいずれかの箇所を面２０１に接触させ、当該接触点を支点として用いて
手のひらの他の部位を持ち上げることによって、手のひらの姿勢を安定させることができ
る。この場合、画像センサ１０５の取り付け角は、いずれの箇所を接触点として用いても
、手のひらの傾きと略垂直をなすように設定されていることが好ましい。
【００３８】
　また、上記各例では、非接触撮像の被写体として手のひらを用いているが、それに限ら
れない。例えば、顔などの他の部位を対象としてもよい。また、上記各例では、被写体の
位置を使用者に要求する際に当該要求を表示装置１０４に表示させているが、音声などの
他の通知手段を用いてもよい。また、図４の例では、ステップＳ５で使用者に手を上げる
指示だけを行っているが、検出された高さｈが大きい場合には手のひらを下げ、検出され
た高さｈが小さい場合には手のひらを上げるように指示してもよい。また、上記各例にお
ける撮像装置１０および認証処理装置２０は、専用の回路などによって構成されていても
よい。
【００３９】
　上記各例において、指先位置検出部１２が、筐体のある面と被写体とが接触している位
置を検出する検出部として機能する。高さ判定部１５が、被写体とセンサとの間の距離が
所定の基準を満たしたときに撮像を実行させるよう制御を行う撮像制御部として機能し、
筐体のある面と被写体との間の距離を複数箇所で検出することによって被写体の姿勢を検
出する姿勢検出部として機能する。指示部１１が、姿勢検出部によって検出された姿勢が
所定条件を満たさない場合に警告を出力する出力部として機能する。
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【００４０】
　以上、本発明の実施例について詳述したが、本発明は係る特定の実施例に限定されるも
のではなく、特許請求の範囲に記載された本発明の要旨の範囲内において、種々の変形・
変更が可能である。
【符号の説明】
【００４１】
　１０　撮像装置
　１１　指示部
　１２　指先位置検出部
　１３　撮像高さ算出部
　１４　手のひら高さ検出部
　１５　高さ判定部
　１６　撮像部
　２０　認証処理装置
　２１　生体特徴抽出部
　２２　生体特徴照合部
　２３　登録特徴データ記憶部
　２４　認証結果出力部
　１００　生体認証装置
　１０５　画像センサ
　１０６　入力機器
　２００　端末
　２０１　面

【図１】 【図２】
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